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�������������の観測� 
広域 ※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 
国土地理院発行の 20 万分の 1 地勢図(室蘭、函館) 

(気象庁) (国土地理院) (北海道大学) (北海道立総合研究 (北海道)
地震計 (短周期) GPS 地震計 (短周期) 機構地質研究所) 遠望カメラ
GPS 傾斜計 GPS
傾斜計 (防災科学技術研究所) 空震計 (自治体)
空震計 K-NET 震度計
遠望カメラ
震度計

凡　　　　　　例

 
図 18-22 北海道駒ヶ岳 観測点位置図(広域) 
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山頂付近 ※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 
国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図(駒ケ岳、鹿部) 

(気象庁) (国土地理院) (北海道大学) (北海道立総合研究 (北海道)

地震計 (短周期) GPS 地震計 (短周期) 機構地質研究所) 遠望カメラ

GPS 傾斜計 GPS

傾斜計 空振計 (自治体)

空振計 震度計

遠望カメラ

凡　　　　　　例

 
図 18-23 北海道駒ヶ岳 観測点位置図(山頂付近) 
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